
／肋

ま

.

つ

なみ

　　　　　　ノ:

1ふjぷ‘i゛

.｡,,1

　　　.ご1ご、　　　　　　　j

……

･

　　　　　　理　　　念

私たちは、地域住民の皆様に、妥全で質の高い
医療・福祉を効率的かつ継続的に提供する

　　　　　　基本方針

私たちは　地域中核病院を有
医療環境の走化に対応した質
保健・医疹・福祉サービスの
地域社会と共に発展をめざし

する法人として
の高い
提供を通して
ます

私たちは　患者様や利用者の方の
フライバシーを守るとともに　権利
根拠に基づいた医療・福祉サービス
フライバシーを７るとともに　権利
根拠に基づいた医療・福祉サービス
誇りを待って提供できるよう努力し

を尊重し
を
ます

私たちは　経営の安定と組織の
活性化を図ることにより
職員の働きがいを追求するとともに
職員の生活が妥定し向上するよう努力します
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凪ｌｕＵ古紙を製紙原料としてもとのパルプに戻し、100％再生した紙を使用しています

[夕参尚尚篇1石油系インキではな＜、環境に優しい大豆油を使用したインキで印刷しています。
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皆様は、栄養サポートチーム、通称NST(Nutrition Support Team)

　についてご存じですか？　最近マスコミでもしばしば取り上げられ注目されているNSTについ

　て今回お話したいと思います。

NSTとは

　　その言葉通り《栄養をサポートするチーム》で

その主な役割は、

　　栄養状態のよくない患者様あるいは将来栄養状態が
悪化する可能性のある患者様の栄養管理について主治医

にアドバイスすることです。

(例えば、食事や点滴の量・内容・形態・投与方法などについて)

ＮＳＴは

　　1970年アメリカのシカゴに医師・栄養士・薬剤師らが集まって専門的な栄

　養管理チームの必要性を唱えて誕生し、その後あっという間に欧米全土・欧州各国

　の医療施設に広がっていきました。

　　その活動のきっかけは、低栄養状態の患者様は入院期間が長＜なって結果的に医療費がかさ

　み悪影響を与えていた現実に対し、それなら栄養状態が悪＜なる前に積極的に栄養管理をすす

　めようという発想です。

　　実際、我が国でも全入院患者様の半分近＜が栄養不良状態であったとの報

　告もあります。もちろん、病気自体の影響で低栄養状態となって入院される患者様が大多数で

　しようが、一部の患者様では入院中に栄養状態が悪化する可能性も指摘されています。　これ

　らの患者様の多＜にいろいろな合併症が起こるなどして入院期間の長期化につながります。最

　近まで我々医療従事者（特に医者）は、薬物や手術による疾病の治療にのみ集中するあまり、

　栄養管理への配慮が乏しかったように思われます。

当院でも

　2004年6月に院内NSTを立ち上げて活動中ですが、

NSTが関わらせて頂いた大勢の患者様から、栄養療法の重要性につ

いて、逆に我々スタッフ自身がたくさんのことを教わっています。

昨年秋から当院NSTぱ□から食べよう”
をキャッチコピーに掲げ、一人でも多＜の患者様が笑顔でおいしくごはんを食べられ、一日で

も早＜退院できることを目標に日々奮闘しています。

　　　　　(患者様の笑顔が我々スタッフのエネルギー源です)

　このNSTをさらに病院内外に普及させて、それが患者様の幸福をもたらし、最終的に地域の患

者様の健康維持の一助となることを期待します。
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①入門コース・・

②基礎コース・・

よりよい療養生活を送るため、
　　　　糖尿病教室の講習会①②、
　実習会③④⑤への参加をお勧めします。

【講習会】

・糖尿病について１回で講習するコースです。初めて糖尿病といわれた万
　にお勤めです。４回／年の開催がありますので、基礎コースの前に受講
　しておくと良いでしよう。

・春と秋の２回／年開催しており、毎週水曜日に続けて４回にわたり、さ
　らに詳し＜専門医やスタッフが糖尿病についてお話します。

★入門コース、基礎コースは当院３階講堂にて午後２時～４時まで行います。参加は無料です。

【実習会】

宋調理実習会・・・・実際に調理をしながら学びます。

希運動・食事実習会・正しい運動方法と食事のとリ方を学びます。

宋野外実習会・・・・日帰りバス旅行で１日楽し＜過ごしながら糖尿病について学びます。

★調理実習会、食事実習会、野外実習会の参加には事前にお申し込みが必要です。

★詳細は未定ですので、決定しましたら外来掲示板等にてご連絡致します。

開催月
-　１月

４月

５月

了月

一

１０月

-一一一一一一

１１月

内

入門コース

入門コース

調理実習会

容

～春の特別講演～

基礎コース
運動

･

食事実習会

入門コ

ー

ス

入門コ

ー
ス

野外実習会

～

秋の特別講演

～

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

基礎コ

ー
ス

　　　　　　開　　　催　　　日

20日叫

　了日叫

22日㈲

１２日叫

　９日叫　１６日（水）23日脚　30日叫

　１日㈲

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

21日叫

　６日田

21日㈲

１０日叫

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

　了日叫　14日脚　21日叫　28日叫

★都合により変更になることがありますのでご了承下さい。

三{111111k芸Ed151;夕;1‥4St有本巴言岸晋回回回　ｊ

Ｉ糖尿病教室※糖尿病が気になる方はどなたでも気軽にご参加下さい。

　　○毎週水､金曜日、5階病棟ディールームにて　午後1時～2時
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